
【目　的】
　生体外に於けるプラウシオンのヒドロキシラジカル及び
スーパーオキシドアニオンラジカルに対する効果の検知

【方　法】
●プラウシオンとは、日本で開発された生物学的作用をも
つ多孔質物質であり、日本国における特許申請番号は
BFC4 Ｊ（B2002 － 52397）となっている。

●混合多孔質物質であるプラウシオン（平均３ミクロン以
下の粉体）の３種類の異なる配合量の P － A、B、C（以
下 P － A、P － B、P － C）は、橋本政和博士より提供
された。

●プラウシオンのヒドロキシラジカル及びスーパーオキシ
ドアニオンラジカルに対する効果については、それぞれ
ディオキシリボースとキサンチン酸化酵素を使用し測定
した。また、それぞれのフリーラジカルに対する直接的
効果については、電子スピン共鳴（ESR）で確認した。

【結　果】
１．プラウシオンのヒドロキシラジカルの除去効果（表１と

図参照）

以上は、2002 年 10 月 27 〜 30 日に中国・上海で開催された、第
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中国・アメリカ・カナダ）に於ける発表論文の一部（概要ポスター）の訳文である。
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表１　ディオキシリボースでの分析評価による生体外に於
ける P － A、B、C のヒドロキシラジカル除去効果（x
± s, n=3）
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表２　キサンチン酸化酵素での分析評価による、生体外に
於ける P － A、B、C のスーパーオキシドアニオンラ
ジカルの除去効果（x ± s, n=3）

図　 ESR 測定による A、B、C のヒドロキシラジカル除去図

CMC（カルボキシメチルセルロース）= 0.2%, A1 = 1.4*10-3g/L, 
A2 = 3.5*10-4g/L, B = 1.4*10-3g/L, C = 1.4*10-3g/L
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２．プラウシオンのスーパーオキシドアニオンラジカルの
除去効果について（表２参照）
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　スーパーオキシドアニオンラジカルの抑制についても、
試薬に含有させた結果であり、作用の順番は C ＜ B ＜ A
であった。ESR の測定による結果においては、キサンチ
ン酸化酵素での分析評価とほぼ同様の結果が得られた。

【結　論】
　プラウシオンは、ヒドロキシラジカル及びスーパーオキ
サイドアニオンラジカルに対し、除去特性を持つことが明
らかになった。　プラウシオンのヒドロキシラジカルに対する作用は、試

薬に含有させた結果であり、作用の順番は C ＜ A ＜ B であっ
た。このディオキシリボースの分析評価によるプラウシオ
ンの作用結果は、ESR 測定によっても確認、実証された。


